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矯正歯科治療による歯の移動において，患者によって差はあるものの歯根吸収が生じる

ことが知られている。過去の研究では，矯正治療患者の約 7 %に 4 mm を超える歯根吸収

が認められると報告されている。歯根吸収は根尖から起こることが多く，歯根吸収の発現

には多因子が関与しているとされている。歯根吸収の原因を大別すると矯正歯科治療に関

わる外因子と患者自身に関わる内因子に分けられるが，明確な原因は未だ解明されてない。 

セメント質には有細胞セメント質と無細胞セメント質があり，過去の研究において有細

胞セメント質を多く含む根尖部セメント質は無細胞セメント質を多く含む歯頚部セメント

質と比較して，硬さが柔らかく，ミネラル含有量が減少し，さらに歯根吸収の発生が多く

認められると報告されている。そこで本研究では，内因子である根尖部セメント質の物性

と化学組成に着目し，根尖部セメント質のビッカース硬さおよび化学組成が歯根吸収の発

生に及ぼす影響について検討した。 

矯正歯科治療のため抜歯を要した患者 31 名から上顎第一小臼歯を 50 本採取した。対象

者の平均年齢±標準偏差は 19.51 ± 6.64 歳（12～35 歳）であった。エナメル質及びセメント

質のビッカース硬さ（HV）測定では，ダイナミック超微小硬度計(DUH-211，島津)を用い

測定した。Pit formation assay では，根尖部セメント質にヒト破骨前駆細胞を 1.0×104 

cell/well で播種し，14 日間培養した。その後電子顕微鏡を用い，根尖部セメント質の吸収窩

面積を測定し，HV との相関を調べた。根尖部セメント質の Ca, P の定量分析では，走査型

電子顕微鏡（S-3400N，日立）を用い，HV と Ca/P 比の相関について検討した。 

その結果，

1) 50 本のエナメル質およびセメント質の HV において個体差があることが認められた。

2) エナメル質と根尖部セメント質の HV には正の相関（r = 0.551, p < 0.01）が認められた。

3) Pit formation assay では，根尖部セメント質の硬さに反比例し，吸収面積は小さくな

り，有意な負の相関（r = -0.714, p < 0.01）が認められた。

4) Ca, P の定量分析では，根尖部セメント質の硬さに比例し，Ca/P 比は大きくなり，有意

な正の相関（r = 0.741, p < 0.01）が認められた。

以上の結果から，セメント質の硬さは個体差が認められ，根尖部セメント質の硬さ及び

化学組成が歯根吸収の発生に影響を及ぼすことが考えられた。


